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４．人と森林のより調和した関係を目指して 

(１)森林・林業基本計画の指向する森林の状態 
(森林の有する多面的機能の発揮に関する目標) 

森林は、国土の保全や水源の涵
かん

養、地球温暖化の防止、保健・レクリエーションの場の
提供、生物多様性の保全に加えて木材の供給といった多様な恩恵を国民生活にもたらす「緑
の社会資本」であり、これらの森林の多面的機能を高度かつ持続的に発揮させるため、多
様な森林がバランス良く形成されるよう取組を進めることが必要となる。 

そのため、森林・林業基本法に基づき政府が策定する森林・林業基本計画では、森林の
有する多面的機能を発揮する上での望ましい姿と、その姿への誘導の考え方を、育成のた
めの人為の程度や森林の階層構造に着目し、育成単層林37・育成複層林38・天然生林39とい
う区分ごとに明示している。さらに、将来的に指向する森林の状態も参考として示し、こ
れに到達する過程の森林状態を同計画における５年後、10年後、20年後の目標としている。 

このような区分の下、森林資源の充実と公益的機能の発揮を図りながら循環的に利用し
ていくため、様々な生育段階や樹種から構成される森林が、重視すべき機能に応じてバラ
ンス良く配置された状態へと誘導することとしている。 

特に、林地生産力が高く、傾斜が緩やかで、車道からの距離が近いなど自然的・社会的
条件が良く林業に適した育成単層林では、主伐を行った後には植栽を行い、確実な更新に
よりこれを維持し、資源の循環利用を推進する。この中で、水源涵

かん
養機能又は山地災害防

止機能・土壌保全機能の発揮を期待する森林では、伐採に伴う裸地化による影響を軽減す
るため、自然条件に応じて皆伐面積の縮小・分散や⾧伐期化を図るとしている。 

また、林地生産力が低く、急傾斜で、車道からの距離が遠いなど林業にとって条件が不
利な育成単層林は、自然条件に応じて択伐や帯状又は群状の伐採と広葉樹の導入等により

 
37 単一の樹冠層を構成する森林として人為により成立させ維持される森林のことで、植栽によるスギ・ヒノキ等からな

る人工林等のことを指す。 
38 森林を構成する林木を帯状若しくは群状又は単木で伐採し、一定の範囲等において、林齢や樹種の違いから複数の樹

冠層を構成する森林として人為により成立させ維持される森林のことで、針葉樹を上木とし広葉樹を下木とする森林
や、針葉樹と広葉樹など異なる林相の林分がモザイク状に混ざり合った森林等のことを指す。 

39 主として自然に散布された種子等により成立し維持される森林のことを指す。 

資資料料  特特－－2255  森林・林業基本計画の指向する森林の状態 
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そのため、森林・林業基本法に基づき政府が策定する森林・林業基本計画では、森林の
有する多面的機能を発揮する上での望ましい姿と、その姿への誘導の考え方を、育成のた
めの人為の程度や森林の階層構造に着目し、育成単層林37・育成複層林38・天然生林39とい
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このような区分の下、森林資源の充実と公益的機能の発揮を図りながら循環的に利用し
ていくため、様々な生育段階や樹種から構成される森林が、重視すべき機能に応じてバラ
ンス良く配置された状態へと誘導することとしている。 

特に、林地生産力が高く、傾斜が緩やかで、車道からの距離が近いなど自然的・社会的
条件が良く林業に適した育成単層林では、主伐を行った後には植栽を行い、確実な更新に
よりこれを維持し、資源の循環利用を推進する。この中で、水源涵
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37 単一の樹冠層を構成する森林として人為により成立させ維持される森林のことで、植栽によるスギ・ヒノキ等からな
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38 森林を構成する林木を帯状若しくは群状又は単木で伐採し、一定の範囲等において、林齢や樹種の違いから複数の樹

冠層を構成する森林として人為により成立させ維持される森林のことで、針葉樹を上木とし広葉樹を下木とする森林
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針広混交林等の育成複層林に誘導する。 
これらの取組を通じて、将来的に指向する森林の状態に向けて、育成単層林を現状の

1,010万haから660万haにするとともに、育成複層林を現状の110万haから680万haにする
こととしている(資料 特－25)。 

このような考え方に即して、全国森林計画では広域流域ごとに森林の整備及び保全の目
標を定めているとともに、都道府県知事が策定する地域森林計画及び森林管理局⾧が策定
する国有林の地域別の森林計画が全国森林計画に即して立てられており、森林・林業基本
計画で定められた諸施策が各地域で講じられるようになっている。 

(２)花粉発生源対策を含む多様なニーズを踏まえた森林づくり 
(多様な森林づくりを通じた花粉発生源対策への寄与) 

森林・林業基本計画の目指す多様な森林づくりを加速化することは花粉発生源対策につ
ながると同時に、花粉発生源対策を強化することは森林・林業基本計画の目指す森林の姿
の実現を進めることにもつながる。 

林業に適した森林では、森林資源の充実を図りながら循環的な利用を促進するとともに、
成⾧に優れ花粉の少ない苗木に植え替えることで、地球環境保全機能や木材等生産機能に
優れ、かつ花粉の少ない森林に転換することが可能である。このような資源の循環利用を
持続的に進めることは2050年カーボンニュートラルの実現にも貢献するものである。な
お、地域の文化や伝統産業等と深く結びついている在来の品種等については、森林の文化
機能を構成するものとして、各地域で適切に維持されるよう留意が必要である。 

また、林業を継続するための条件が厳しい森林では、植栽されたスギの抜き伐り等によ
り針広混交林等に誘導することで、公益的機能を持続的に発揮し、将来の森林管理コスト
の低減にも寄与する森林になると同時に、花粉発生源となる樹木の割合を減らし、花粉の
少ない森林へ転換させることにつながる。 
(人と森林のより調和した状態を目指して) 

戦中戦後の乱伐により荒廃した森林の回復や、戦後復興・高度経済成⾧に併せた木材供
給力の増大といった社会的要請を背景として誕生した広大なスギ等の人工林は、⾧い育成
期間において、国土保全機能や地球環境保全機能等の多面的機能を高め、我が国の安定的
な発展に大きな役割を果たしてきた。一方で、当初予期されていなかった花粉症という社
会問題を生じたが、近年それらの森林がようやく利用期に入り、新たな森林づくりを進め
るタイミングに入ったといえる。 

今後は、この機運を捉え、国や地方公共団体、森林・林業・木材産業関係者の適切な役
割分担の下、スギ花粉症を何とかしてほしいという国民の要請を踏まえ、花粉発生源の着
実な減少と林業・木材産業の成⾧発展のために必要な取組を集中的に実施することが求め
られている。また、同時に、幅広く国民全体の理解・参画をいただきながら、木材需要の
更なる拡大などに、一般消費者も含めた社会全体として取り組んでいく必要がある。 

その際、行政や森林・林業関係者は、多面的機能の恩恵を受ける国民と幅広くコミュニ
ケーションをとり、個々の森林の状況に応じて適切に整備・保全し、多様な森林がバラン
ス良く形成されるよう取組を進めていく必要がある。 

森林・林業基本計画においては、森林を適正に管理して、林業・木材産業の持続性を高
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めながら成⾧発展させることで、2050年カーボンニュートラルも見据えた豊かな社会経済
を実現する「森林・林業・木材産業によるグリーン成⾧」を掲げている。森林・林業基本
計画に基づく施策を着実に進め、花粉の発生による国民生活に対するマイナスの影響を減
らすとともに、森林・林業が国民生活を支える上で果たす役割を高めることで、国民が森
林や林業、木材利用に親しみを持って積極的に関わり、森林からより多くの恩恵を受けら
れる社会につなげていくことが可能になる。同時に、社会全体が森林・林業の価値を認め
積極的に関わっていくことで、森林もその姿をより望ましいものに変えていくことができ
る。 

このように、⾧期的な視点を持って、花粉発生源対策を含め国民の多様なニーズに対応
した森林を育み、人と森林のより調和した状態を目指すことが求められている。 

 
 
 

 




